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日本一の教育都市の実現に向けて「真の学力」を育成する 

～これまでの１０年、そして「運命の１０年」の先へ～ 

平成２９年４月に実施いたしました「平成２９年度全国学力・学習状況調査」にお

いて、本市は、教科に関する調査の全てにおいて、調査開始の平成１９年度以来、小・

中学校共に、全国の平均正答率を大きく上回っています。 

今回、全国学力・学習状況調査が１０回目を迎えたことを節目に、これまでの調査

結果を分析・検証し、良好な調査結果に結び付いていると考えられる本市の施策を紹

介するとともに、「運命の１０年」の先へ、さいたま市教育委員会の今後の展望につ

いてお知らせします。 

記 

１ さいたま市の調査結果の概要 

（１）「教科に関する調査」 

（２）「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」 

生活習慣に関する質問項目である「１．将来の夢や目標を持っている。」「２．学

校に行くのは楽しいと思う。」「５．自分にはよいところがあると思う。」などでは、

小・中学校共に、全国と比べて肯定的な回答の割合が高くなっています。

２ 良好な調査結果に結び付いていると考えられる本市の独自の教育施策

児童生徒の努力はもとより、学校や地域の連携や協力、さいたま市教育委員会の

独自に展開している教育施策等が功を奏していると考えております。ここでは、「ゆ

めをもち、未来を切り拓く、さいたま市の子ども」の育成を目指して展開している、

本市の独自の教育施策を紹介します。 

３ 今後の展望

  さいたま市教育委員会が「運命の１０年」の先へ展開しようとしている教育計画

（「ＰＬＡＮ ＴＨＥ ＮＥＸＴ」）について紹介します。 

教科に関する調査の全てにおいて、調査開始以来、小・中学校共に、常に全国の

平均正答率を上回っています。 

議題１



議題１

日本一の教育都市の実現に向けて

「真の学力」を育成する
～これまでの１０年、そして「運命の１０年」の先へ～

さいたま市教育委員会
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～これまでの１０年、そして「運命の１０年」の先へ～

見沼田んぼから新都心を望む
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１ さいたま市の調査結果の概要
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（１）「教科に関する調査」
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（１）「教科に関する調査」

5



全国調査 調査結果の差（過去１０回の推移）
全国、大都市、さいたま市の比較

※１ 平成２２年度、２４年度は抽出調査である。

※２ 平成２３年度は震災等の影響により中止となった。
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中学校
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※１ 平成２２年度、２４年度は抽出調査である。

※２ 平成２３年度は震災等の影響により中止となった。

全国調査 調査結果の差（過去１０回の推移）
全国、大都市、さいたま市の比較
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小学校 中学校

平成２９年度全国学力・学習状況調査

指定都市別・平均正答率 一覧

国立教育政策研究所Ｗｅｂページより 8



平成２９年度全国学力・学習状況調査
教科に関する調査結果が良好な指定都市の

平均正答率（４科目・８科目平均）

※４科目、８科目平均については、本市が独自に算出したもの。 9



（２）「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」

質問項目 市 差 全国

将来の夢や目標を持っている。
小６ 88.0 +2.1 85.9 

中３ 73.7 +3.2 70.5 

学校に行くのは楽しいと思う。
小６ 91.0 +4.7 86.3 

中３ 86.3 +5.4 80.9 

自分には、よいところがあると思う。
小６ 85.4 +7.5 77.9 

中３ 80.8 +10.1 70.7 

（％）

※肯定的な回答の割合 10



【小学校】

【中学校】

質問項目：「将来の夢や目標を持っている。」
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※１ 平成２２年度、２４年度は抽出調査である。

※２ 平成２３年度は震災等の影響により中止となった。

全国、大都市、さいたま市の比較

※肯定的な
回答の割合

（２）「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」
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【小学校】

【中学校】

質問項目：「学校に行くのは楽しいと思う。」
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本質問項目は平成２５年度より調査している。

※肯定的な
回答の割合

※１ 本質問項目は平成２５年度より調査している。

全国、大都市、さいたま市の比較

（２）「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」
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【小学校】

【中学校】

質問項目：「自分にはよいところがあると思う。」
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※肯定的な
回答の割合

※１ 平成２２年度、２４年度は抽出調査である。

※２ 平成２３年度は震災等の影響により中止となった。

全国、大都市、さいたま市の比較

（２）「生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査」
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２ 良好な調査結果に結び付いて
いると考えられる
本市の独自の教育施策
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○ 将来なりたい職業を見つけられる子ども
○ 自分の言動に責任のもてる子ども
○ クリティカル・シンキングのできる子ども

さいたま市の目指す子ども像
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・毎年１回、市内全校の全教員（約5,000人）が
授業を公開。指導主事等が指導・助言を行う。

さいたま市独自
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・「よい授業」４つの因子に基づいた
授業改善の取組を実施。

さいたま市独自
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・さいたま市教育研究会と連携し、教育講演会や
研修大会等を実施 今年度：11月16日（木）実施

さいたま市独自

18



・さいたま市独自の学習状況調査を、毎年１回、
全ての学年で実施し、調査結果を活用している。

さいたま市独自
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・本市が所有する生涯学習施設（宇宙科学館・民家
園・博物館・美術館等）を活用した学習の充実

さいたま市独自
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・全市を挙げていじめの防止等の対策を一層充実
21



・「いのちの支え合い」を学ぶ授業の実施
・「児童生徒の心のサポート 手引き」

さいたま市独自
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・一貫性のある学習指導や生徒指導を推進
・「つぼみの日」の充実

今年度：10月26日（木）実施

さいたま市独自
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・全ての市立小・中学校が、舘岩少年自然の家等
を舞台として「自然の教室」を実施

さいたま市独自
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・全ての市立小・中学校が自校方式による学校給食
・地元シェフによる学校給食

さいたま市独自
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・全ての教科等で「話す・聞く」「書く」「読む」
の言語活動を充実させ、言葉の力を高める。

さいたま市独自

○自分の頭で考え、その考えを

自分の言葉で適切に表現

○言葉を大切にし、相手を大切

にして自分の考えを伝え合う
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写 真

・小学校１年生から中学校３年生まで一貫した
カリキュラムに基づく英語教育を実施している。

さいたま市独自
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・人と接する際に必要な基本的スキル（技術）を
学習し、コミュニケーション能力を育成する。

さいたま市独自
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D : 日々の
授業実践

Ｃ:調査結果活用（３月）
①結果分析（成果・課題）
②児童生徒の実態把握

D : 日々の
授業実践

教育委員会

～ 学びの検証改善サイクル ～
Plan-Do-Check-Action

学びの向上
アクションマップ

★学校評価の目標等の設定

Ｐ:工夫改善した教育施策の提示

★学校評価に基づいた支援

「自分発見！」チャレンジさいたま

家庭での学習

課題克服応援シート
基礎学力定着プログラム
「すくすくのびのび子どもの生活習慣向上」キャン
ペーン
「自分発見！」チャレンジさいたま 等

家 庭
Ｄ:各種シート提供
・基礎学力定着プログラム
・課題克服応援シート

「学びの向上クイックリポート（速報）」
通称「学びのＱＲ」

学校・家庭・地域への動画配信 年間６回 配信

課題克服応援シート
基礎学力定着プログラム
「すくすくのびのび子どもの生活習慣向上」キャン
ペーン
「自分発見！」チャレンジさいたま 等

土曜チャレンジスクール

放課後チャレンジスクール

地 域

全国学力・学習状況調査
＜小６・中３＞（４月）

Ｄ:教育課程説明会
及び研究協議会

・研究指定、学校課題研究等、各学校独自の取組
○基礎学力向上 ○国語力向上 ○理数教育
○道徳教育 ○特別支援教育 ○教育の情報化
○学校図書館教育 等

【平成２９年度版】

全国で標準化された学力調査
＜抽出校 小５～中２＞（３月）

さいたま市学習状況調査
＜小３～中３＞（１月）

P : 指導計画の見直し
①重点単元の見直し
②課題解決のための取組

Ｄ： ・各種研修会 ○年次研修 ○希望研修
○ＣＳＴ研修 ○Ｇ・Ｓ研修

・免許法認定講習
・教師力パワーアップ講座

Ｄ:研究指定校等による

研究発表会

アンケート結果分析（５月）

「よい授業」アンケート
①

（４～５月）

アンケート結果分析（１２月）

Ｄ:・日本語指導員の派遣
・支援教室の活用

Ｄ：未来（みら）くる
先生派遣

Ｄ：・スクールアシスタント配置
・アシスタントティーチャ―配置

・「よい授業」の実施
・「さいたま市小・中一貫教育」の推進
・「グローバル・スタディ」の実施
・「『学びの足あと』を残そう」の取組 等

Ｄ：学力向上カウンセリング
学校訪問（前期）

Ａ:教育施策
「さいたま市小・中一貫教育」カリキュラム
等の検証・工夫改善等

Ｄ:①計画訪問
②要請訪問

A : 授業の振り返り（４～８月）
①指導方法の工夫改善
②課題解決のための取組

C :

A : 授業の振り返り（１年間）
①指導方法の工夫改善
②課題解決のための取組

C :

P : 次年度教育課程編成
①年間指導計画の見直し
②課題解決のための取組

第１回学習状況調査説明会・研修会（４月）

第２回学習状況調査説明会・研修会（１０月）

Ｄ:・特徴ある学校の成果の共有化
・学力向上カウンセリング
学校訪問（後期）

学 校
☆自己の目標・具体策の設定☆自己の目標・具体策の設定

☆達成状況の振り返り

☆自己の目標の修正

☆達成状況の振り返り

☆自己の目標の修正

「よい授業」アンケート
②

（１０～１２月）

★人事評価への活用

調査結果活用（８月）

①結果分析（成果・課題）
②児童生徒の実態把握

①結果分析（成果・課題）
②児童生徒の実態把握

調査結果活用（２月）
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３ 今後の展望
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知識・技能
＋

思考力・判断力・表現力
＋

「非認知能力」
学びに向かう力

物事をやり抜く力

「真の学力」の育成

（等）
31



３つのＧで日本一の教育都市へ

「やり抜く
力」で真の学
力を育成する

国際社会で活
躍できる人材
を育成する

一人ひとりの
成長を支え生
涯学び続ける
力を育成する

Plan for The Next Decade：次の10年の計画 32



３つのＧで日本一の教育都市へ

「やり抜く
力」で真の学
力を育成する

Plan for The Next Decade：次の10年の計画

非認知能力の育成
自制心ややり抜く力の育成
学びに向かう力の育成
規範意識の育成
自尊感情の醸成
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３つのＧで日本一の教育都市へ

国際社会で活
躍できる人材
を育成する

Plan for The Next Decade：次の10年の計画

世界に通用する総合的な力やマインド
の育成
グローバル・スタディの充実
国際バカロレア教育の導入
バラエティに富んだ国際交流の実施

多様性（ダイバーシティ）を受け入れ
つないでいく力の育成
自国の文化の理解と発信力の育成
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３つのＧで日本一の教育都市へ

一人ひとりの
成長を支え生
涯学び続ける
力を育成する

Plan for The Next Decade：次の10年の計画

学校や子供たちの成長を支えるシステ
ムづくり
小・中・高・特別支援学校の12年間の
連続性を持った指導

それぞれの学校と子どもたち一人一
人の成長物語（ポートフォリオ）の作成
生涯学び続ける力の育成
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～これまでの１０年、そして「運命の１０年」の先へ～

見沼田んぼから新都心を望む

議題１終了

36


